
. ヒグマについてのお知らせ  . 
この 5 月は村内各地でヒグマの活動が見られましたが、例年と比

べて件数は多くはなく、また特に深刻な案件も生じていません。い

まのところ平穏に推移しています。 

そうした中でも注意したい点として、上トマムの農地周辺で見ら

れている個体が子連れメスであり、夏にかけても周辺の利用が予想

されること、双珠別の採草地での牧草採食が今年も始まったこと、

家畜放牧地の近くでヒグマの活動が見られていることが挙げられま

す。また今年は本格化していないものの、デントコーン圃場やリゾ

ートエリア、釣りが行われる河川での対応も確実視されるところで

あり、夏に向けていっそうの注意を払ってまいります。 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
  
 
 
 
 
  

 
  
  
 
 

次のような状況はすぐに対策が必要です。 

住宅や事業所等、人の生活する場所に現れた。 

道路上や道路脇、農地に居座っている。 

人に気付いても逃げない。 

人に近づく素振りを見せる。あとを付けてきた。 

持ち物を奪われた。 

農作物や生ゴミなど、人工物を食べている。 

人や家畜、ペットが襲われた。 

ヒグマが車と衝突、けがをして道路周辺にいる。 
 

次のような状況では、静観できると考えられます。 

山間部で道路の横断を目撃した。痕跡があった。 

山林内でヒグマの痕跡を見た。 

山林内でヒグマを目撃した。ヒグマは立ち去った。 

 
よろしくお願い致します。占冠村役場 農林課 林業振興室 電話０１６７－５６－２１７４ 

すぐにお知らせください。 
状況に応じ、注意喚起や立入制

限、追い払いや捕獲等の対処を

します。 

占冠村役場 農林課 

 林業振興室 野生鳥獣担当 

０１６７－５６－２１７４ 

 占 冠 駐 在 所 

０１６７－５６－２１１０ 

役場林業振興室に情報をお寄せ

ください。生息状況の基礎デー

タとして集積し、対策に活かして

まいります。 

ヒグマ情報マップは村ホームページにも掲載しています ☞ 
http://www.vill.shimukappu.lg.jp/shimukappu/section/ 
nourin/ringyou/nmudtq000002reii.html 

 注）情報の有無に係

わらず、村内は、ど

こでもヒグマがいる

可能性があります。 
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情報提供：酪農学園大学 

電波標識個体の追跡情報 

5/16  
林道上の糞 3 
内容物は草本 

5/19  18:15 
デントコーン圃場
（耕起のみ）に中小
型個体 1 がおり、
国道横断して逃走 

5/23  17:20 
国道脇の河畔林
にて小型のヒグ
マ 1 が目視さる 

5/25 
10:00 
中大型 1 
牧草採食 
目視 

5/16～18 
足跡前掌幅 14.2±0.3 ㎝ 
フキ食痕、草本主体の糞２、 
中大型個体の目撃（18 日夕方） 

5/29 17:30    
道道沿い林地にて
成獣１目視さる 

メス成獣（ﾏﾁﾙﾀﾞ） 

4 月 24 日頃穴を出
るも、月末まで穴の
付近に居り。以後、

一時は福寿橋に接近
するも大概は山奥に
所在。 

太 
平 

洋 

5/20 17:30  
村道脇にて
中小型２頭
目視。親と
１歳子らし 

5/9  9:50 
村道脇にて
中小型２頭
目視。親と
１歳子らし 

5/23  
村道上の 
糞１内容 
物は草本 

5/23  8:30 
放牧地に隣接する造林 
地で蟻採食の 3 頭目視 
成雌と 1 歳子２か 

5/18  
林道上の 
糞 1 内容 
物は草本 

5/18  
林道上の 
糞 1 内容 
物は草本 

オス成獣（シャア） 
４月下旬から約１カ月間は沙流川水系糠平川流域の
山中に在り、５月 24 日に北上開始、26 日 16 時

に日高町市街地の西に至り、同 20 時には占冠村中
央のタンネナイ沢奥に到達、以後やや南下しニニプ
ナイ奥～双珠別川間の山中に居り。 

写
真
提
供:

中
島
さ
ん 

http://www.vill.shimukappu.lg.jp/shimukappu/section/


 

ヒグマが街に現れた！・・・そのあと誰がどうするの？ 
 
 
 

 
 

昨年は村内でヒグマの市街地侵入が続発しました。こうした状況にお

ける村の対応は、野生鳥獣専門員が現場に急行し、あとは現場判断で臨機

応変。使える人手があれば活用しますが、基本的には機動性重視の少人数 

編成で素早く間合いを詰め、個体の識別から捕殺や追い払いの

要否判断、それらの実行までを一体的に行っています。村 

は自ら持つ実働戦力の早期投入を何よりも重視し、 

内外の連携や協力体制には多くを期待しな 

い姿勢であったともいえます。 
 

しかしながら今後ヒグマ対応 

がさらに増え、内容もより深刻になっ  

ていくかもしれないなかで、村の対応方針につい  

て内外の理解を深めていくこと、また幅広くかつ効果的な協力体 

制を模索していくことも重要な課題であると考えています。そこでこのたび 

北海道警察富良野警察署の協力を得て、ヒグマ対応の実地訓練を実施することにいたしま

した。記念すべき？第一回計画の要目は以下のとおりです。 
 

・6 月 12 日(水曜日)午後、字中央のコミュニティプラザ裏～スキー場で実施 

・訓練対象は村の担当課（農林課）職員と村の捕獲従事者、占冠駐在所 

・訓練の初期想定は、過去に市街地侵入を繰り返したヒグマ 1 個体の再侵入発生 

・直ちに発砲は出来ない領域にヒグマが所在。域外への誘導を要する想定 

・訓練に実物の猟銃は持ち込まない。実物のヒグマも連れ込まない 

・展示を主眼とはしないが、一般の観覧も可能（下の申込み要領をご覧ください） 
 

「対応訓練」と聞けばつい想起されるのは、ご都合主義の想定や形式的な連絡調整ばか

りの筋書きと報道アピールではないでしょうか。現実と乖離し、社会的配慮にばかり偏 

重していないか、ヒグマへの実力行使や人身の安全がおろそかになら

ないか、ご心配の向きもあろうかと思います。村はこの訓練を実りあ 

るものにすべく、見栄えよりも参加者の学びを優先し、より現実

的な想定で実施してまいります。訓練当日はお騒がせしますが、

ご理解ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

   実施予定日：6月 12日（水曜日）13:00～16:00 

・観覧をご希望の方は、6 月 7 日までに下記連絡先へご一報ください。人数を取りまと
めの後に、改めて詳細をご案内いたします。 

・実施場所の都合上、状況全体はご覧いただけないこともございます。  

・その他ご不明の点は、お問い合わせください。  
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お問い合わせ先 

占冠村役場 農林課 林業振興室 

電話０１６７－５６－２１７４ 

野生鳥獣専門員 浦 田 


